
事業概要【地域の特⾊を活かした成⻑産業推進事業】

令和７年度第１回募集初回採択回⼭梨県申請者

131,798千円
（33,066千円）

期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費）R7-R9年度事業計画期間

ローカルイノベーション分野事業分野インフラ
整備事業

拠点整
備事業✓ソフト

事業経費の類型

安定的な成⻑が⾒込まれる分野への参⼊を促進し、⾼付加価値で安定的な事業展開を図ることにより、エネル
ギー、⾷料品、原材料価格⾼騰など地域経済が取り巻く情勢が厳しい場合でも、経済活動に支障が生じないよ
う、しなやかに対応できる経済基盤を構築する。

目的・効果

【事業概要】
今後、安定的な成⻑が⾒込まれている医療機器、⽔素・燃料電池、航
空･宇宙･防衛分野への参⼊促進や事業の収益化を進める。
【ソフト事業経費】
〇メディカル・デバイス・コリドー創生事業
・両県連携展⽰会・マッチングイベント開催費(補助⾦）

4,507千円
・展⽰会（Japan Health）出展費(補助⾦)2,478千円

○⽔素・燃料電池分野基幹産業化推進事業費
・⽔素供給インフラ周辺ビジネスへの参⼊支援人材養成講座
の開催費(委託料)3,285千円

○航空宇宙防衛関連産業参⼊支援事業費
・支援窓⼝の設置事業費(補助⾦)9,796千円

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

①医療機器関連産業に関する支援企業商談件数
（＋384件）
②⽶国展開事業に参加する企業（＋15社）
③⽔素・燃料電池関連産業への参⼊企業数（＋

５社）
④航空宇宙防衛関連産業に関する支援企業商談

件数（＋180件）

KPI
※カッコ内の数値は
最終事業年度まで
の「KPI増加分の累

計」の目標値

商⼯会連合会や商⼯会議所連合会に補助⾦獲得支援や
事業の周知を⾏って貰う。

他県と連携し、情報共有やイベントの共同開催、共同開発
を⾏う。また、定期会議を⾏い、事業内容に反映していく。
地元⼤学と連携し、新分野進出を目指す人材養成講座を

開催する。
⾦融機関による⾦融支援･経営相談を通じて、安定的な事

業展開を実現する。

地域の多様な
主体の参画


